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船舶事故調査報告書 

 

令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和７年１１月３０日０６時５５分頃～０９時００分頃の間）

（医師による死亡推定時刻：３０日朝頃） 

発生場所 不明（山口県周防
す お う

大島町前
まえ

島北方沖） 

事故の概要  漁船金
きん

栄
えい

丸の船長は、操業の準備中、落水して溺死した。 

事故調査の経過  令和７年１２月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 金栄丸、４.２トン 

 ＹＧ３－６３２１７（漁船登録番号）、一般社団法人山口県漁船 

リース協会 

 １１.２９ｍ（Lr）×２.９１ｍ×１.０６ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、２０１kＷ（動力漁船登録票による）、平成１１年

３月 

 乗組員等に関する情報 船長 ５８歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 平成５年７月５日 

  免許証交付日 令和４年８月１６日 

         （令和１０年７月４日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船首部ハンドレールに曲損、船底外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 北～北北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、水温 約１８℃ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、ケンケン釣り漁*1の目的で、令和

７年１１月３０日０５時５０分～０６時００分頃、周防大島町浮
うか

島の

江
え

ノ
の

浦
うら

港を出航し、前島北方沖の漁場に向かった。 

先航していた僚船の船長は、０６時４５分頃、前島東方沖を航行

 
*1 「ケンケン釣り漁」とは、いわし等の群れを捕食の目的で追い掛けるはまち等を狙った漁で、小型漁船で船の両

サイドにトローリング用の竿
さお

を張り出し、約４～５ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で船を走らせな

がら疑似餌を使って魚を誘い、魚が掛かったら１本ずつ釣り上げるものをいう。 
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中、僚船を追い越していく本船を見て無線で船長と言葉を交わした。 

僚船の船長は、０６時５５分頃、船長から操業ポイントに到着した

ので、これから操業を始める旨の連絡を受けた。 

僚船の船長は、自身の操業ポイントに差し掛かる少し手前で、いわ

しの群れを認めてケンケン釣り漁の操業を開始した。 

僚船の船長は、ふだんであれば船長から釣果についての連絡がある

が、その連絡がなかったので、０７時２０分頃、携帯電話で船長に連

絡を入れたが応答がなかった。 

僚船の船長は、船長の様子が気になったので、操業を中断し、僚船

で本船を捜索したが見つからず、０８時２４分頃、携帯電話で自身及

び船長が所属する漁業協同組合（以下「所属漁協」という。）の担当

者に連絡した。 

所属漁協の担当者は、携帯電話で漁協に所属の各船長等に対して船

長の所在について連絡し合ったが、船長は不明のままであった。 

僚船の船長は、０８時５６分頃、携帯電話で海上保安庁に通報し、

０９時００分頃、山口県岩国
いわくに

市岩国港内の岸壁付近に乗り揚げた無人

の本船を陸上から捜索に当たっていた海上保安庁が発見した。（写真

１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 岸壁付近に乗り揚げた状態の本船（海上保安庁提供） 

 

海上保安庁及び所属漁協の漁船が、１２月２日まで船長の捜索を行

ったが発見できず、専従的な捜索は打ち切られた。 

船長は、９日１１時頃、山口県柳井
や な い

市平郡
へいぐん

島北岸沖で、うつ伏せの

状態で浮かんでいるところを陸上の土木作業に当たっていた者に発見

された。 

（図１ 参照） 
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図１ 本船及び船長の発見場所概略図 

 

船長は、巡視艇に揚収された後、岩国港まで運ばれ、医師によっ

て、次のとおり検案された。 

死亡推定時刻：３０日朝頃 

直接の死因：溺死（推定） 

窒息の原因：海水の吸引（推定、発症から死亡までの期間：短時

間） 

 その他の事項 (1) 船長の漁業経験、健康状態等 

船長の漁業経験は、１０年以上あり、連日、夕方から夜間にか

けて刺し網漁を、夜明け前からケンケン釣り漁をそれぞれ行って

いた。 

岩国港 

由宇港由宇１号防波堤灯台 

本船発見場所 

屋代島 

（周防大島） 

本船発見場所 

船長発見場所 

船長発見場所 

平郡島羽仁Ａ防波堤灯台 

平郡島 

操業ポイント 

操業ポイント 

本船 

前島 
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船長の健康状態は、持病の腰痛を除き、良好であった。 

(2) 本船の状況 

① 本船は、発見時、乗り揚げた際に生じた船底外板の擦過傷や

岸壁に接触した際に生じた船首部ハンドレールの曲損はあった

ものの他船と衝突した痕跡はなかった。また、乗り揚げた際の

衝撃などによって機関が停止しており、機関操作レバーのスロ

ットルレバーが中低速域、同クラッチレバーが前進の位置にあ

った。なお、落水時に船上へ復帰するための縄ばしご
．．．

や固定ば
．

しご
．．

の装備はなかった。 

② 本船の甲板上には、投入直前の疑似餌が付いたトローリング

用の竿が残っており、トローリング用の竿が張り出される途中

の状態であった。 

(3) 船長の救命胴衣の着用状況 

僚船の船長は、ふだん、船長が救命胴衣を着用しているのを見

たことがなかった。 

船長は、発見された際に救命胴衣を着用しておらず、救命胴衣

は本船の操舵室内の椅子に括
くく

り付けてあるのが発見された。 

船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和２６年法律第１４９号）

第２３条の４０第４項及び同法施行規則（昭和２６年運輸省令第

９１号）第１３７条第１項第４号の規定に基づき、本船の暴露甲

板上においては救命胴衣を着用する義務があった。 

(4) 船長の携帯電話 

船長の携帯電話は、船長が身に付けておらず、本船の操舵室内

で発見された。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

船長の死因は、海水の吸引（短時間）による溺死であった。 

船長は、３０日０６時５５分頃に操業ポイントに到着したので、こ

れから操業を始める旨の連絡した後、０９時００分頃に岸壁付近に乗

り揚げた無人の本船が発見されたことから、この間において落水して

短時間のうちに溺死したものと考えられる。 

本船は、無人の状態で発見された際、次のとおりであった。 

(1)  甲板上に投入直前の疑似餌が付いたトローリング用の竿が 

残っており、トローリング用の竿が張り出される途中の状態で

あったこと。 

(2)  他船と衝突した痕跡はなく、主機のクラッチが前進に入った

状態であったこと。 

(3)  (1)及び(2)から、船長が操業の準備をしながら航行中、体勢
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を崩すなどして落水した可能性があると考えられるが、目撃者

がおらず、船長が死亡しており、客観的な情報も十分に得られ

なかったことから、落水に至った状況を明らかにすることはで

きなかった。 

原因 本事故は、本船が前島北方沖を操業の準備をしながら航行中、船長

が落水して溺水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、暴露甲板上で作業を行う場

合、波の状況を監視しつつ安定した姿勢をとったり、身体確保を

行ったりすること。 

・小型漁船の乗船者は、漁ろう中は救命胴衣を着用すること。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、防水型の携帯電話又は防水 

パックに入れた携帯電話を常に身に着け、落水した際の連絡手段

を確保しておくこと。 

・小型漁船に１人で乗り組む船長は、落水した場合に船上に復帰で

きるよう、舷外にはしご
．．．

を設置しておくことが望ましい。 

 


